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以下の4点に分けてNIASの利用方法をご説明いたします。

1. はじめに (P.4-10)
目的：NIASの動作環境、注意事項を確認する

2. 初期設定 (P.11-20)
目的：インストール後に必要な設定項目を設定する

3. 見える化 (P.21-30)
目的：ファイルサーバーの利用状況を把握する

4. 運用設定 (P.31-37)
目的： NIASを利用する際の運用設定を実施する
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1. はじめに
▌ NIAS (機能制限ライセンス) を利用する場合は、次ページ以降の「システム構成/動作要件」、

「注意事項」を必ずご参照の上ご利用ください

▌ NIAS (機能制限ライセンス) では、見える化の機能のみ利用できます。利用できる画面は以下のみ

となり、他の画面の機能は利用することができませんのでご注意ください

⚫ ホーム画面 ・・・ ファイルサーバーの見える化の機能を提供する画面です

⚫ ログ画面 ・・・ 検査の実行状況を確認する画面です

⚫ 設定画面 ・・・ 検査対象の設定をする画面です

▌ 設定済みのグループ名/検査パス/接続アカウント/実行可能時間帯/検査スケジュールについては、

『iStorage NS シリーズ NIAS (機能制限ライセンス) 簡易設定ガイド』をご覧ください。

✓ 機能制限ライセンスには1TBまでの容量制限があり、統計検査対象ファイルの合計サイズが1TBを超えた場合、
見える化の機能を利用することができませんのでご注意ください

✓ NIAS (機能制限ライセンス) では利用できない画面へのリンクやボタンがありますが、それらのリンクやボタン
を押すと製品紹介ページが開きます

✓ ホーム画面・ログ画面・設定画面には、機能制限ライセンスでは利用できない設定等が存在していますが、本ガ
イドに記載の機能以外を利用することはできませんのでご注意ください
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NIAS用管理サーバー

・1台で2億ファイル
(100TB)まで対応

・1～10台で構成可能 

OS (*1)
Windows Server 2016 / 2019 / 2022 / 2025
Windows Server IoT 2019 / 2022 / 2025 for Storage
Windows Storage Server 2016

CPU Dual Core以上(Quad Core推奨)

メモリ (*2) 4GB以上

ディスク

4.6GB～
• システムドライブに約1GB
• インストール先フォルダーに設定したドライブに約3.3GB

(検査対象グループを増やす毎に300MB 追加)
• データ格納先フォルダーに設定したドライブに
対象容量1TB当たり約15GB

仮想化環境 VMware vSphere, Microsoft Hyper-V

(*1) Windows Storage Server、 Windows Server IoTにインストール
する場合、管理対象はそのサーバー自身の共有フォルダーのみになります

(*2) 必要メモリはファイル数に大きく依存。以下は目安メモリ量

✓                                                  ～    200万ファイル未満(約  1TB)     ：    4GB

✓ 200万ファイル以上(約 1TB)  ～ 1,000万ファイル未満(約  5TB)   ：    8GB

✓ 1,000万ファイル以上(約 5TB)  ～ 2,000万ファイル未満(約 10TB) ：  12GB

✓ 2,000万ファイル以上(約10TB) ～ 4,000万ファイル未満(約 20TB)    ：  16GB

✓ 4,000万ファイル以上(約20TB) ～ 6,000万ファイル未満(約 30TB)  ：  24GB

✓ 6,000万ファイル以上(約30TB) ～ 8,000万ファイル未満(約 40TB) ：  28GB

✓ 8,000万ファイル以上(約40TB) ～     1億ファイル未満(約 50TB) ：  32GB

✓       1億ファイル以上(約50TB)  ～     2億ファイル未満(約100TB) ：  64GB

※本体製品の検査時間の最速値は1TB(200万ファイル)あたり2時間です。
この数値はネットワーク環境等に依存し大きく変動します。

クライアント 認証システム
(Active Directory)
※ マルチドメイン/LDAPS対応

ファイルサーバー

Web
ブラウザ

Internet Explorer 11
Edge(Chromium版/IEモード)
Chrome

対応
ファイルサーバー

CIFS共有(EMC,NetApp等)
NTFS(Windowsサーバー) 任意

Active Directory連携、
メールサーバー

※ 解像度：1280×1024以上推奨

1. はじめに
▌ NIASで管理するファイル数に応じて、必要となるディスク容量・メモリ量が異なります。必要と

なるディスク容量・メモリ量は以下の「システム構成/動作要件」を参照してください

▌ システム構成/動作要件

権限情報
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型番 品名 希望小売価格 備考 年間保守

本体製品

UL1379-B01-I NIAS (基本ライセンス(1TB))(I配信) 500,000 管理サーバー1台につき1式必要/1TBまで管理可能 138,000

UL1379-B11-I NIAS (1TB追加ライセンス)(I配信) 500,000 管理対象容量：1TB追加 138,000

UL1379-B21-I NIAS (10TB追加ライセンス)(I配信) 2,500,000 管理対象容量：10TB追加 517,500

UL1379-B31-I NIAS (30TB追加ライセンス)(I配信) 4,500,000 管理対象容量：30TB追加 776,300

UL1379-B41-I NIAS (50TB追加ライセンス)(I配信) 7,000,000 管理対象容量：50TB追加 1,207,500

UL1379-B51-I NIAS (100TB追加ライセンス)(I配信) 9,300,000 管理対象容量：100TB追加 1,604,300

リソース管理オプション

UL1379-B05-I NIAS リソース管理オプション(基本ライセンス1TB)(I配信) 500,000 管理サーバー1台につき1式必要/1TBまで管理可能 138,000

UL1379-B15-I NIAS リソース管理オプション(1TB追加ライセンス)(I配信) 100,000 管理対象容量：1TB追加 27,600

UL1379-B25-I NIAS リソース管理オプション(10TB追加ライセンス)(I配信) 500,000 管理対象容量：10TB追加 86,300

UL1379-B35-I NIAS リソース管理オプション(30TB追加ライセンス)(I配信) 900,000 管理対象容量：30TB追加 155,300

UL1379-B45-I NIAS リソース管理オプション(50TB追加ライセンス)(I配信) 1,400,000 管理対象容量：50TB追加 241,500

UL1379-B55-I NIAS リソース管理オプション(100TB追加ライセンス)(I配信) 1,900,000 管理対象容量：100TB追加 327,800

▌ NIASの見える化以外の機能を利用したい場合は、ライセンスの購入をご検討ください

▌ ライセンス体系 (管理対象となる容量の合計を購入)

1. はじめに

※ リソース管理オプションは本体製品と同数必要です
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型番 品名 希望小売価格 備考 年間保守

個人情報検出オプション

UL1379-B06-I NIAS 個人情報検出オプション(基本ライセンス1TB)(I配信) 500,000 管理サーバー1台につき1式必要/1TBまで管理可能 138,000

UL1379-B16-I NIAS 個人情報検出オプション(1TB追加ライセンス)(I配信) 100,000 管理対象容量：1TB追加 27,600

UL1379-B26-I NIAS 個人情報検出オプション(10TB追加ライセンス)(I配信) 500,000 管理対象容量：10TB追加 86,300

UL1379-B36-I NIAS 個人情報検出オプション(30TB追加ライセンス)(I配信) 900,000 管理対象容量：30TB追加 155,300

UL1379-B46-I NIAS 個人情報検出オプション(50TB追加ライセンス)(I配信) 1,400,000 管理対象容量：50TB追加 241,500

UL1379-B56-I NIAS 個人情報検出オプション(100TB追加ライセンス)(I配信) 1,900,000 管理対象容量：100TB追加 327,800

ログ監視オプション

UL1379-B0U-I NIAS ログ監視オプション(基本ライセンス1TB)(I配信) 500,000 管理サーバー1台につき1式必要/1TBまで管理可能 138,000

UL1379-B1U-I NIAS ログ監視オプション(1TB追加ライセンス)(I配信) 100,000 管理対象容量：1TB追加 27,600

UL1379-B2U-I NIAS ログ監視オプション(10TB追加ライセンス)(I配信) 500,000 管理対象容量：10TB追加 86,300

UL1379-B3U-I NIAS ログ監視オプション(30TB追加ライセンス)(I配信) 900,000 管理対象容量：30TB追加 155,300

UL1379-B4U-I NIAS ログ監視オプション(50TB追加ライセンス)(I配信) 1,400,000 管理対象容量：50TB追加 241,500

UL1379-B5U-I NIAS ログ監視オプション(100TB追加ライセンス)(I配信) 1,900,000 管理対象容量：100TB追加 327,800

1. はじめに
▌ ライセンス体系 (管理対象となる容量の合計を購入)

※1 個人情報検出オプションは本体製品のライセンス容量を超えない範囲で選択できます。

※2 個人情報検出オプションの初期検査処理は非常に時間がかかります。

以下測定値を目安にご検討ください。なお、2回目以降は更新ファイルのみ差分検査します。

1TB ＝ 50時間 ( 2日程度 ) / 10TB ＝ 500時間 ( 20日程度 )

   上記の数値はネットワーク環境や対象ファイルサイズ等で大きく変動します。
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項 項目 内容 備考

① Active Directory マルチドメイン環境で動作させる場合は、NIAS をインストールするサーバーは必ずルート
ドメインに参加してください。マルチドメイン対応範囲の詳細は付録.Cを参照してくださ
い。

② 管理者権限の付与 検査（ファイルスキャン）を実施するには対象フォルダー（ファイル）の管理者権限が必
要になります。

インストール時は、インストールするサーバーに対して管理
者権限を持つユーザーでインストールプログラムを実行する
必要があります。

③ 利用できる

ファイルシステム

CIFS共有された領域に対応しています。
※ NIASのサーバーと同じドメインに参加しているファイルサーバー
※ ネットワーク共有されていないローカルドライブやネットワークドライブは対象外
※ 検査対象ファイルサーバーは、Windowsファイル共有で共有されている領域
※ NTFS以外のファイルサーバーは、一部情報が取得できない可能性があります

[確認済ストレージ]
NetApp(FAS3200シリーズ/FAS2200シリーズ/FAS2000シ
リーズ)、EMC(VNX5200～8000/Isilon X200, S200/Unity 
300～600, 300F～600F)、iStorage NSシリーズ、iStorage
NV(NV7400)、iStorage HS(HS8-20R)

④ 他アプリとの同居 インストール時の競合を避けるため、他のアプリケーションとは極力共存させないでくだ
さい。NIASに同梱されている依存アプリケーションは以下の通り。
Oracle JDK 21 / Apache Tomcat 9 / PostgreSQL 15

NIASでのファイルスキャン時にマシン負荷が高くなるため、
処理性能などで、他のアプリケーションに影響が出る可能性
があります。

⑤ ファイルサーバーへの負荷 ファイルのメタデータ(プロパティ情報)の収集に多少負荷がかかります。 収集時間は最速値（参考）で1000万ファイル10時間です。

⑥ 必要メモリ、ディスク容量、検査
時間について

NIASをインストールするサーバーに必要なメモリ量、ディスク容量、検査時間は管理対象
ファイルサーバーのファイル容量ではなく、ファイル数に依存して変動します。

⑦ 最終参照日時 ファイルサーバーの設定で最終参照日時が無効となっている場合は、参照傾向を正しく分
析できません。
最終参照日時はファイルサーバーの利用者がエクスプローラーからファイルを開いた場合
以外にも変更されてしまう可能性があります。その場合、最終参照日時を利用した整理は
できませんのでご注意ください。
また、NIASサーバー側・ファイルサーバー側のウイルススキャンの影響等で検査時に最終
参照日時が更新されてしまう可能性があります。そのため、事前にテスト用の領域を検査
し、最終参照日時が変わらないことを確認してください。

⑧ Webブラウザ NIAS管理画面上のファイルやフォルダーへのリンクは Internet Explorer 以外のWebブラ
ウザでは動作しません。また Internet Explorer のセキュリティ設定によっては リンクが動
作しないことがあります。またリンクに対応するファイルサーバーへクライアントが接続
済み状態でないと Internet Explorer からファイルが開けない場合があります。

1. はじめに
▌ 注意事項
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✓ ログインIDとパスワードの初期値については、『iStorage NS シリーズ NIAS (機能制限ライセンス) 簡易設定ガイド』をご覧ください。

▌ アクセス方法

Internet Explorer もしくは Microsoft Edge から以下のURLにアクセスします。

http://localhost:8080/ias-manager/

（異なるマシンからアクセスする場合は、localhostをNIASサーバーのホスト名またはIPアドレスに置き換えて

ください）

1. はじめに
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実行ユーザー、パスワード、アドレス変更を行う

Active Directory連携設定を行う

メールサーバー設定を行う

NIASの管理対象（グループ）を設定する

手動で検査（ファイルスキャン）を実施する

2. 初期設定
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2. 初期設定：実行ユーザー、パスワード、アドレス変更を行う
▌ 初期状態ではNIASサーバーのホスト名はサーバーのマシン名、NIAS関連サービスの実行ユーザーは

administratorで設定しています。そのため、administratorのパスワードを初期パスワードから変更した場合

やNIASサーバーのホスト名を変更したい場合は、以下の手順にて設定の変更を実施してください

⚫ ホスト名・パスワード変更ツール「NIASインストールフォルダー¥Tools¥NIASNetCfg.exe」を起動します

⚫ administratorのパスワードとホスト名を入力し、[OK]ボタンを押します

⚫どちらか一方のみを変更したい場合であっても両方の入力が必要となりますのでご注意ください

⚫ [テスト]ボタンで、指定したホスト名でNIASにアクセス可能かを確認することができます

✓ ホスト名はNIASが送信するアラームメールなどに記載されるNIASにアクセスするためのURLになります。そのため、NIASを利用する端末からNIAS
サーバーにアクセス可能なホスト名を指定してください
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2. 初期設定：Active Directory連携設定を行う

✓ マルチドメイン環境に対応しています。マルチドメイン対応範囲の詳細は付録.Cを参照してください。
※信頼関係の結ばれたサブドメインであれば連携可能ですが、同一フォレスト内に限ります

✓ サーバアドレスにはActive Directoryのアドレス（IPアドレスやFQDNなど）を指定してください。
✓ 認証方式は簡易認証（simple bind）のみ対応しています。
✓ 接続ユーザ情報にはActive Directoryの管理者権限を持つユーザーを指定してください。

 ※ユーザIDは[ドメイン名]¥[ユーザー名]の形式で指定してください
 ※[ドメイン名]はフルドメイン(例：domain.local)ではなく簡易ドメイン(例：domain)を指定してください
 ※マルチドメイン環境では、ドメインツリーのルートドメインに登録されている管理者ユーザーを指定してください

✓ 連携対象とするドメインツリーを追加する場合、[追加]ボタンより接続設定を追加してください。

▌ Active Directory連携設定を実施するには[設定]タブの[詳細設定]-[Active Directory接続設定]

から行います。

✓ Active Directory連携設定を行うと、以下の機能が利用できるようになります
・ Active Directoryのユーザーを利用してのNIASへのログイン
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2. 初期設定：メールサーバー設定を行う
▌ アラーム通知と整理依頼のメール送信機能を利用するにはメールサーバー設定が必要です。

[設定]タブの[メールサーバ]から行います。

✓ SMTPサーバ  ： SMTP送信するサーバーのアドレスを指定します
(コロン(:)＋ポート番号で既定ポート25番を変更可能です。例：mail.nec.com:30)

✓ メールアドレス（FROM）： メール送信時のFROM行に設定されるメールアドレスを指定します
✓ アカウント ： SMTP認証が必要な場合のログインユーザー名を指定します
✓ パスワード ： SMTP認証が必要な場合のログイン時のパスワードを指定します

※ パスワードを変更する場合は「パスワードを変更する」をチェックしてください
※ CRAM-MD5 認証には未対応です
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2. 初期設定：NIASの管理対象（グループ）を設定する

✓ ログインID ：グループ管理者がWeb画面にログインするためのログインID
✓ ログインパスワード ：ログインIDに対応するパスワード

▌ [設定]タブ - [グループ]画面より、[グループ登録]を選択します。[基本情報]画面では、グループの

設定必須4項目の内、「グループ名」と「検査パス」の2項目を設定します。グループ管理者を設定

したい場合は「ログインID」と「ログインパスワード」の設定も別途行ってください。

■グループの設定必須項目
✓ グループ名 ：グループにつける名称
✓ 検査パス ：検査対象の起点とするフォルダーパス
✓ アカウント情報 ：検査パスに接続するユーザー設定 （[アカウント情報]画面で設定）
✓ グループ最大容量 ：グループの検査対象とする最大容量 （[詳細情報]画面で設定）
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2. 初期設定：NIASの管理対象（グループ）を設定する
▌ [アカウント情報]画面では検査対象に指定した検査パスにアクセスするためのユーザー情報を設定します。追加後は[接続

確認]ボタンから設定したアカウント情報が正しいかチェックすることができます。

✓ 通常は＜デフォルトアカウント＞のアカウント１つを設定します
✓ [接続対象パス]にパスを指定することで、このフォルダー配下は違うユーザーでアクセスする、といった複数のアカウント情報を設定することができま

す
✓ 設定するアカウントには検査パス配下のフォルダー・ファイルに対して、「フォルダーの一覧/データの読み取り」「拡張属性の読み取り」「属性の読

み取り」 「属性の書き込み」 「アクセス許可の読み取り」 が必要です
✓ ただしシステム管理者、グループ管理者でログインしてファイル整理や権限操作を行う場合は、本設定で指定したアカウントの権限で実行されますの

で、操作に応じた権限が必要になります

※ [アカウント名]はユーザー名のみ入力してください（[ドメイン名¥ユーザー名]形式ではありません）
※ 接続確認に失敗する場合は[ドメイン名]をフルドメイン(例：domain.local)ではなく簡易ドメイン(例：domain)で

 指定してお試しください
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2. 初期設定：NIASの管理対象（グループ）を設定する

✓ 検査パス最大容量 ： 検査パス単位での最大容量（検査パスの割合（%）表示が可能）
✓ 使用量閾値 ： グループ/検査パスの最大容量に対する割合で超過時に通知可能
✓ 検査除外パス ： 設定したパス配下は検査、整理しない
✓ リンク切れショートカット削除 ： 検査時にリンク先が存在しないショートカットファイルを自動削除する
✓ 管理者メールアドレス： グループ管理者へのメール通知時の宛先デフォルト値
✓ グループメンバメールアドレス ： グループメンバへのメール通知時の宛先デフォルト値

※ アーカイブ領域/ゴミ箱パス、移動元戻し(アーカイブ/ゴミ箱)、自動削除(ゴミ箱のみ)は機能制限ライセンスでは設定しても利用できません

▌ [詳細情報]では運用に応じて必要な設定を行います。
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2. 初期設定：NIASの管理対象（グループ）を設定する

※ 検査開始時刻の設定ではありません（開始時刻のスケジュールは[設定]-[スケジュール]で設定）

▌ [実行可能時間帯情報]画面ではグループ単位で特定の時間帯しか検査や整理を動作させないように設定することが可能です。 

✓ ■実行日 ： 検査、整理が動作可能な曜日を設定
✓ 実行時間帯 ： 終日、もしくは○時○分～○時○分を選択可能
✓ 検査速度： 高 ／ 低 を選択可能

※(低)は(高)と比べて、検査時間が1.5～2倍程度増えますが、ファイルサーバー側の負荷を約75％程度に抑えることができます
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2. 初期設定：手動で検査（ファイルスキャン）を実施する

▌ [統計検査実行]ボタンを押すと、フルスキャン と クイックスキャン を選択する画面が出ますので、
初回は[フルスキャン]ボタンを押してください。

▌ グループ管理（グループ一覧）画面の[統計検査実行]ボタンを押すことで、手動で検査を実行します。

※ 任意のタイミングで自動実行することも可能 （後述：4. 運用設定）

✓ 検査パス配下にファイルが１つも存在しない場合は統計検査が異常終了となりますのでご注意ください
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2. 初期設定：手動で検査（ファイルスキャン）を実施する

▌ 検査中は[一時停止]、[停止]ボタンで検査を止めることも可能です。

※ 検査を開始しても「検査対象」のチェックが外れているグループは検査されません

※ 検査を開始してもグループ設定の[実行可能時間帯]から外れているグループは検査されません

※フルスキャン と クイックスキャン には、情報取得(Phase1)に違いがあります。
具体的には以下の通りです。

➢ フルスキャン

NIASに必要な全ての情報をファイルサーバーから取得します。

➢ クイックスキャン

フルスキャンのうち、一部の情報の取得を省略してファイルサーバーから情報を取得します。
そのためフルスキャンに比べて検査時間の短縮が期待できます。ただし、初回検査の場合は
必ずフルスキャンで実行されます。取得を省略する情報は以下の通りです。

✓ ファイル・フォルダーのアクセス権情報

✓ ファイル・フォルダーの所有者情報

✓ ファイルのファイル種別情報

クイックスキャンを使用すれば、フルスキャンより高速に検査をすることが可能になります。

これらの情報はクイックスキャンでは更新されません

✓ システム状態 ：システム全体の状況が表示されます（停止/サーバ検査中/一時停止など）
✓ 検査対象：検査対象から除外したい場合はチェックを外してください
✓ 検査状態：グループ単位に検査の進捗が表示されます（Phase:1～Phase:6）
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ダッシュボード画面の構成

容量増加傾向を確認する

おすすめ整理対象・条件を確認する

前回検査からの差分情報を確認する

肥大化フォルダーを探す

レポート出力

3. 見える化
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▌ ダッシュボード画面では、分析対象を選択する「フォルダーツリー」と、分析対象に対して肥大化要因を探

す[基本情報][一覧表示][簡易分析][詳細分析]の4種類の分析画面に分かれます。

3. 見える化：ダッシュボード画面の構成

フォルダーツリー 分析画面

分析画面(4種類)切り替え

✓ 統計検査を実施していない場合は、ダッシュボード画面を表示できず、「表示可能な検査結果が存在しません」というメッセージが出ます。その場合
は、統計検査を実施して統計検査が完了後に画面を開いてください
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3. 見える化：容量増加傾向を確認する

① 容量増加推移グラフ ② 容量増加シミュレーション

フォルダーツリーで選択したグループやフォルダー配下の容量を「共有領域」と
して過去履歴の最大10件分を表示します。グループを選択して、アーカイブ領域
が設定されている場合のみ「アーカイブ領域」配下の容量も表示します。

フォルダーツリーで選択したグループやフォルダー配下の全ファイルの作成日を
実測値として集計し、今後どのような増え方をするか表示します。グループや検
査パスを選択して、最大容量が設定されている場合のみ容量不足までの予想日数
も表示します。

①

②

▌ ダッシュボードの[基本情報]画面から容量増加傾向グラフ（2種類）が確認できます
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3. 見える化：おすすめ整理対象・条件を確認する（１／２）

おすすめする整理対象や条件を最大3個まで表示します。
表示される可能性のある項目は以下の7種類です。

①のリンクからダッシュボードの[簡易分析]画面が表示され、
具体的な整理条件を確認できます
※ 「肥大化フォルダ」のリンクのみ[一覧表示]画面が開きます

①

②

① ②

１．簡単整理 ： 少ないファイル数で削減効果の大きい条件を自動的に検出して提示します
２．ヘビーユーザ(*1) ： 容量を多く使用しているユーザー情報（上位○名）を提示します
３．未更新(*1) ： 一定期間（○ヶ月、○年）更新がないファイルを提示します
４．未参照(*1) ： 一定期間（○ヶ月、○年）参照がないファイルを提示します
５．大容量ファイル(*1) ： 容量が一定サイズ（○MB）以上のファイルを提示します
６．重複ファイル ： 同じファイルが複数存在するファイルを提示します
７．肥大化フォルダ ： 直下のフォルダーの内、空き容量が少ないグループ・検査パスや容量割合が大きいフォルダーを提示し
ます
(*1) ：具体的な閾値（○の箇所）はダッシュボードの「簡易分析」から設定します

▌ ダッシュボードの[基本情報]画面では、様々な観点で肥大化要因を分析し、整理対象候補となるファイルや条

件を自動的に推薦します。
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3. 見える化：おすすめ整理対象・条件を確認する（２／２）

①

②

5つの円グラフの内、チェッ
クされている円グラフ・ス
ライドバーの数値が、おす
すめ整理対象として推薦さ
れた整理条件になります。

①

①でチェックされた条件に
該当するファイルの削除シ
ミュレーションを確認でき
ます。[条件保存]から現在
の条件を最大3つまで保存が
可能です。

②

▌ おすすめ整理対象・条件を選択するとダッシュボードの[簡易分析]に遷移し、具体的な条件を確認できます。

ここから条件変更、クロス集計なども可能です。
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3. 見える化：前回検査からの差分情報を確認する

前回検査からの容量増減と現在の総使用量を表示しま
す。

前回検査から増減した権限確認が必要なファイル・フォルダー数を表
示します。[新規リストのみダウンロード]のリンクから前回検査から
増えたファイルリストをCSVファイルに出力できます。

①

②

①

②

③

容量増加傾向グラフ（左側）をマウスオーバーさせることによって
最新検査結果との容量やファイル数の差分情報を確認できます。

③

▌ ダッシュボードの[基本情報]から、前回の検査からの比較情報を様々な観点で確認できます。

✓ アクセス権不一致のリストのダウンロードは機能制限ライセンスでは利用できません

26



© NEC Corporation 2026

3. 見える化：肥大化フォルダーを探す

① ②

[フォルダーツリー]で選択したグループやフォルダー直下のグループやフォルダー
の総使用量を表示します。最大容量が設定されている場合は最大容量に対する使
用率を、最大容量が設定されていない場合は[フォルダーツリー]で選択したグルー
プやフォルダーの総使用量に対する割合をパーセントで表示します。

[システム設定]－[表示項目設定]で設定した肥大化要因を最大3つまで表示できま
す。具体的な条件は項目の領域にマウスオーバーさせると表示されます。

①

②

▌ ダッシュボードの[一覧表示]から、[フォルダーツリー]で選択したグループ・フォルダー直下のフォルダーの

使用量や肥大化傾向を横並びで比較できます。
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▌ ファイルサーバーの検査後、肥大化要因の分析とは別に利用状況をレポーティングするための情報をレポー

ト出力画面から取得することができます。

▌ 画面右上[レポート]をクリックすると、レポート出力画面が表示されます。

3. 見える化：レポート出力

▌ レポート出力画面で、情報を閲覧す
るには、画面上部の検査日時、出力
対象パス、出力情報を設定し、グラ
フを表示します。
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3. 見える化：レポート出力
▌ 出力情報で[該当フォルダの統計情報]を選択した場合（統計情報）は左のような画面が、

▌ 出力情報で[直下フォルダの統計情報]を選択した場合（直下のフォルダーの比較情報）は、右のような画面が

表示されます。
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3. 見える化：レポート出力

ファイル名 統計情報

capacity.csv 増加傾向
archive.csv 総使用量の推移情報
reference.csv 参照傾向
modification.csv 更新傾向
size.csv サイズ傾向
duplication.csv 重複傾向
owner.csv 所有者傾向
type.csv 種別傾向
prediction.csv 総使用量の増加予測傾向(予測値)
actual.csv 総使用量の増加予測傾向(実測値)
ias_summary.csv サマリ情報

※上記を含むZIPファイルが生成されます

▌ レポート出力で表示できる検査情報のグラフは、印刷やCSVファイルへのエクスポートができます。
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検査のスケジュールを設定する

システム管理者情報を変更する

ファイル種別の定義を変更する

アラーム設定を行う

詳細設定を行う

運用ログを確認する

4. 運用設定
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4. 運用設定：検査のスケジュールを設定する

✓ 「フルスキャン」と「クイックスキャン」の実行スケジュールをそれぞれ設定できます
✓ 本スケジュールは全てのグループに対して同じタイミングで検査が開始されます
✓ 実施周期は以下5パターンを選択可能

・ 年単位（毎年）
・ 月単位（１カ月ごと～１２カ月ごと）
・ 週単位（１週間ごと～４週間ごとの○曜日）
・ 日単位（毎日～31日ごと）
・ 一回のみ

✓ 開始タイミングは○月○日○時○分で設定（○月は年単位のみ設定、○日は月単位のみ設定）
✓ 検査が開始されても、グループ設定の[実行可能時間帯]外であったり、[グループ]で[検査対象]にチェックが外れていたりすると、そのグループの検査

は開始されません

▌ 検査のスケジュールは[設定]タブの[スケジュール]をクリックして[検査スケジュール（全グループ）]を選択

します。[検査スケジュール（グループ単位）]を選択するとグループ単位でスケジュールを設定できます。
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✓ ログイン情報（ログインID）：システム管理者のログインIDを入力します
✓ （パスワード）：システム管理者のパスワードを入力します
✓ 追加管理者：システム管理者権限を割り当てるActive Directory ユーザーを入力します。
✓ 管理者メールアドレス：アラーム設定のメール通知宛先に用いるメールアドレスを入力します。

4. 運用設定：システム管理者情報を変更する
▌ システム管理者情報の変更は[設定]タブの[システム管理者]から行います。システム管理者のパスワードを変更する場合は、

「パスワードを編集する」をチェックした後、パスワードを入力してください。

▌ 「追加管理者」欄にActive Directory ユーザーを追加することで、システム管理者を複数人設定することができます。また、

Active Directory グループを指定することも可能で、その場合は指定したグループに所属するユーザーにシステム管理者権

限が割り当てられます。
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4. 運用設定：ファイル種別の定義を変更する
▌ 統計情報・検索条件に利用されているファイル種別の定義を変更するには[設定]タブの[ファイル種別]から行います。

✓ [ファイル種別名]に対応する[拡張子]を改行区切りで複数設定することができます。
✓ ファイル種別を変更したり追加したりした場合は、必ず1度検査をし直してください。検査後に設定が反映されるようになります。
✓ 全ファイル種別を通して、同じ拡張子は複数設定できません。
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4. 運用設定：アラーム設定を行う
▌ アラーム設定は[設定]タブの[アラーム]から行います。アラーム一覧画面が表示され、アラームON/OFFを選択できます。

また宛先や通知条件を[編集]から設定できます。

✓ 検査結果を通知する 
✓ 使用量が閾値を超過すると通知する

※ 自動整理実行前に通知する、自動整理結果を通知する、整理依頼期限直前に通知するは設定しても機能制限ライセンスでは利用することはできません
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4. 運用設定：詳細設定を行う

項目名 内容 初期値

検査対象全容量
GB単位で全検査対象（全グループ）の容量を設定します。設定した値は「全グループ」表示時の最大容量になり、この値
から割合（％）表示します。「自動計算」から各グループの最大容量を全て足した値をフォームに表示します。

全グループ最大容量の総和

[検索]ツリー合計サイズ表示
[検索]のフォルダーツリーに合計ファイルサイズを表示するかどうか選択します。
※ グループ数が多くなると表示に時間がかかります。表示が遅い場合はチェックしないでください。

チェックOFF

[アクセス権]ツリー全体件数表示
[アクセス権]のフォルダーツリーに検出した権限が付与されたファイル・フォルダーの件数を表示するかどうか選択します
※ グループ数が多くなると表示に時間がかかります。表示が遅い場合はチェックしないでください。

チェックOFF

ダッシュボードの
高速表示モード

[統計情報]の[ダッシュボード]画面の最新の検査日時の分析をリアルタイム分析ではなく、事前集計しておいた情報を利用
することで高速に表示させます。本モードONにした場合、クロス集計不可、検査日時からのファイル整理の結果が反映さ
れない、[集計情報の保存階層数]で設定した階層までしか表示できないといった制限があります。

チェックOFF

検査パス簡略表示
フォルダーツリーの場所で検査パスに、フルパスを使用せず、パス中の最後のフォルダー名のみを表示します。検査パスの
フォルダー名が長い場合に、表示幅を削減できます。

チェックOFF

集計情報の保存階層数
ダッシュボードの一覧表示やレポートで確認できる各種傾向の情報を表示できる階層数を設定します。0は検査パスまで表
示でき、nに設定すると検査パスから数えてn階層下のフォルダーまで表示できます。nを増やすと検査時間と保存する集計
データが増えます。

1

重複判定
重複判定の条件を選択します。条件は以下の4種類に加えて、所有者が同じ場合に限るかどうかを選択できます。
ファイルサイズ、ファイルサイズ／更新日時、ファイルサイズ／更新日時／ファイル名、ファイル内の完全一致
※上記に加え、[同一所有者に限る]かどうかを切替可能です

ファイルサイズ／更新日時

重複判定のファイルサイズ閾値
重複ファイルと判定する最小のファイルサイズを設定します。設定した値未満のファイルサイズのファイルは重複ファイル
と判定しません。 ※単位は「KB」「MB」を指定できます。省略した場合はバイト単位です。

4KB

集計情報の日付間隔 [統計情報]の[レポート]画面で表示される[更新傾向][参照傾向][作成傾向]の日付間隔を「,」区切りで設定します。 30,60,90,180,270,365,730

集計情報のファイルサイズ間隔
[統計情報]の[レポート]画面で表示される[サイズ傾向]のファイルサイズ間隔を「,」区切りで設定します。
※単位は「KB」「MB」「GB」を指定できます。単位は省略できません。

1KB,10KB,100KB,1MB,10
MB,100MB,1GB

所有者・種別の上位表示数
[統計情報]の[ダッシュボード][レポート]画面で表示される[所有者傾向][種別傾向]で表示する上位件数を設定します。
設定した順位以下の所有者や種別は全て[others]としてまとめて表示されます。

5

▌ 詳細設定は[設定]タブの[詳細設定]から行います。

✓ アクセス権集計の除外ユーザー・グループ、アクセス権不一致集計、管理者アクセス権なし集計、ユーザー単位アクセス権集計、退職/無効ユーザーア
クセス権集計、ファイル操作後集計は機能制限ライセンスでは利用できません
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4. 運用設定：運用ログを確認する

＜操作ログ（移動・削除・権限変更などの履歴）の一覧＞

＜検査ログ（ファイルスキャン履歴）の一覧＞

▌ 運用ログを確認するには[ログ]タブから行います。一覧の[状態]を選択するとログ詳細を確認できます。

※グループの詳細設定で「リンク切れショー
トカット削除」をONにした場合のみ、そ
の実行ログが表示されます
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付録 A. NIAS上のユーザーと実際にアクセスするユーザーの関係
NIASにログインするユーザー ファイルサーバーに実際にアクセスするユーザー ※4 NIAS上で実行可能な操作

システム管理者 ※1
[設定]-[システム管理者]から指定

各グループの[設定]-[グループ]-[アカウント情報]で指定した
ローカル/Active Directoryユーザー ※3

ファイルサーバ検査
ファイル整理（削除、移動等）
アクセス権変更
※全グループ実行可能

グループ管理者 ※2
[グループ]-[基本情報]から指定

担当グループの[設定]-[グループ]-[アカウント情報]で指定した
ローカル/Active Directoryユーザー ※3

ファイルサーバ検査
ファイル整理（削除、移動等）
アクセス権変更
※担当グループのみ実行可能

一般ユーザー
（Active Directoryのユーザー）

NIASにログインしたActive Directoryユーザー
（NIAS上から設定する必要なし）

ファイル整理（削除、移動等）
※権限のあるファイル・フォルダーのみ実行可能

※1

※3

※2

網掛け箇所のローカル/Active Directory
ユーザーがファイルサーバーに対して実際に
各種Actionを実行しますので、各種Actionの
対象となるフォルダー・ファイルにアクセス
権を付与してください

※4
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付録 B. 重複ファイルの判定方法について

[ファイルサイズ]
[更新日時]
[ファイル名]

■判定条件

以下4パターンに加え、[所有者が同じ場合のみ]
重複ファイルとする条件を付与できます。

[ファイルサイズ]
[更新日時]

[ファイルサイズ]

[ファイル内の完全一致]

▌ 重複ファイルの判定方法は[設定]-[詳細設定]-[重複判定]から設定できます。

※ 通常は検査速度・精度が共に良好な[ファイルサイズ]+[更新日時]の条件を推奨しています

✓ ファイル内の完全一致を選択した場合、1回目の検査時間は非常に長くなります。2回目以降の検査は更新日時が変わったファイルのみ中身を確認する
ため、1回目よりは早くなります。

検査速度[高]

検査速度[低]
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付録 C. マルチドメインの対応範囲

nias.com

tokyo.nias.com osaka.nias.com

fuchu.tokyo.nias.comchofu.tokyo.nias.com

NIASサーバー

other.local

aaa.other.local

同一フォレスト内 ：対応範囲 ：対応外

別フォレスト

nyas.com

nagoya.nyas.com

AD連携

▌ NIASのマルチドメイン対応範囲は以下の通りです。

▌ NIASのActive Directory連携先として指定した同一フォレスト内のドメインツリー（ルートドメイン、および

その子ドメイン群）が対応範囲となります。

✓ マルチドメインのユーザーやグループの情報を利用して、NIASの主な機能（検査、整理、アクセス権管理）を利用することができます。
✓ Active Directoryの「ドメインローカルグループ」には対応しておりません。
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付録 D. NIASのスタートアップ起動
▌ NIAS (機能制限ライセンス) は、NIASサーバーのOSにログインすると自動的に、ホーム画面が表示されるよ

うになっています。ただし、NIASのシステム管理者のログインID/パスワードを変更した場合は、パスワード

エラーの表示のあるログイン画面が開いてしまいます。システム管理者のID/パスワードを変更した場合は、

以下の手順を実施することで自動的にホーム画面を表示することができるようになります。

⚫ 「C:¥ProgramData¥Microsoft¥Windows¥Start Menu¥Programs¥StartUp」フォルダーを開きます

⚫ 「NIAS管理画面」のショートカットを右クリックし、「プロパティ」メニューを選択します

⚫ URL中にある、「username=」の右側を変更したシステム管理者のIDに変更、「password=」の右側を変更したシステム管理者のパス

ワードに変更して[OK]ボタンを押してください。間にある「&」は消さないようにご注意ください

▌ ホーム画面を自動表示しない場合は、 

「C:¥ProgramData¥Microsoft¥Windows¥Start Menu¥Programs¥StartUp」フォルダーの「NIAS管理画面」

のショートカットファイルを削除してください
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